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この計画は「地球温暖化対策の推進に関する法

律」に基づく計画として位置付けています。地球

温暖化という課題に住民、事業者、行政が一体と

なり、温室効果ガス排出量の削減を行うための施

策等を定めました。

また、この取組が地球温暖化対策に貢献すると

同時に、地域が抱えている様々な課題の解決や、

地域経済の循環、地方創生の実現に役立つことを

目的としています。

概要版

ゼロカーボン実現に向けた施策・取り組み

地球温暖化とは、近年、人間の活動によって、

大量の温室効果ガスが大気中に放出され、地球の

気温が上昇している現象のことをいいます。地球

温暖化により、ここ数十年、気候変動が引き起こ

され、人間の生活や自然生態系に様々な影響を与

えています。

また、今後も降水量や海面水位の変化、生態系

の喪失といった自然界における影響だけでなく、

インフラや食料不足、水不足など人間生活を含め

て深刻な影響が想定されます。

地球温暖化対策実行計画（区域施策編）

施策一覧

家庭で出来る取り組み

平取町のゼロカーボン実現に向け、家庭でできる取り組みの一部を紹介します。住民ひとり

ひとりが、まず出来る事から行動していくことが必要です。



2013年度比で 85％削減 を目指します

2013年度比で 120％削減
（カーボンマイナス達成） を目指します

2045年度

太陽光(建物系)
550世帯分
のパネル導入

太陽光(土地系)
３ha分の
パネル導入

バイオマス
チップ2,300t分の発電
チップ1,800t分の熱利用

バイオマス
チップ1万t分の発電

チップ5,800t分の熱利用

中小水力発電
農業用水路等を活用した
小規模のものを1基設置
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カーボンマイナス！
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※人口減など

省エネ対策や
再エネ導入の

取組による削減

削減目標のイメージ

再生可能エネルギー導入目標

温室効果ガス排出量の削減目標

再エネ種別導入目標

需要量の
12％

需要量の
49％

エネルギー需要量の推計

2030年度 2045年度

再生可能エネルギーの導入ポテンシャルが高い太陽光や、地域資源である森林を活かしたバイオ

マスを中心に、電力と熱エネルギーの導入を推進します。導入により2030年度、2045年度の地域

再エネ利用率を、それぞれ需要量の12％、49％を目標としました。

温室効果
ガスの
削減目標

中期目標
(2030年度)

長期目標
(2045年度)

計画期間は、基準年度を国にならい2013年度に設定しました。中間目標を2030年度とし、省エ

ネ・再エネ導入、森林吸収により85％以上の削減をめざします。また、平取町が再生可能エネル

ギーの導入において高いポテンシャルがあり、森林吸収量のみこめる森林が豊かなことから、国の

目標である2050年より野心的な目標として、2045年ゼロカーボン実現を目標としました。

2019年度における平取町のCO2排出量は約43千t-CO2で、2013年度比で約16％の減少となってい

ます。また、2016年度に若干の増加がみられるものの、2013年度から2019年度までCO２排出量は

減少傾向にあります。また、部門別では、2013年～2019年を通して運輸部門からの排出量がもっと

も多くなっています。

計画期間

平取町の温室効果ガス排出状況

計 画 の 概 要
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